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１．はじめに

音楽熟達者と非熟達者の間にある音楽聴取

能力の差違については，これまでに様々な側

面から検証されてきた．たとえば，音程の分

類（田中，１９９４，１９９６），リズムや音高知覚

（後藤，１９９９，２００８；森下，１９９５），旋律記憶

（大浦・波多野，１９９４，２００２）などにおいては，

いずれの能力も，音楽熟達者の方が非熟達者

や経験の浅い者のそれよりも高いという知見

が得られている．

田中（１９９７）によれば，音楽熟達者の持つこ

のような高い音楽聴取能力は，非可逆的なも

のであるのかどうかは不明であり，一度身に

付いた音楽聴取能力が，身に付く前の能力と

同程度までに退化したり，あるいは能力その

ものが消失したりすることがあるのかは明ら

かにされていないという．こうした音楽聴取

能力は，熟達者が音楽作品を評価する際に負

の影響を与えることがある．たとえば，ピッ

チのずれや和音の不協和具合といったような，

専門的で些細な事柄が気になり，曲全体の鑑

賞が満足にできなくなるということが起こり

うる．この考えを裏づけるように，下迫・菊

地（１９９８）では音楽熟達者の持つ能力は，音楽

作品を評価する際に必ずしも効果的であるわ

けではないということが指摘されている．

水戸・大浦（１９９６）は，音楽能力というもの

は，個人の訓練や教育といった音楽経験の違

いによって異なるものであり，能力の発達過

程や身に付く能力も異なってくるものである

と述べている．この主張に従えば，楽器経験

の異なる者では，楽器の演奏に対する注意の

対象や評価するポイントが異なるといったこ

とが起こることになる．たとえば吹奏楽の楽

曲を聴取する際，特定の楽器の音に注意しな

がら聴取する場合と，特に聴き方を指定せず

に聴取する場合とでは，同じ曲を聴取したと

しても，その印象が異なるという可能性があ

る．

本研究では，楽曲聴取におけるこのような

可能性を調べるために，いわゆる“選択的聴

取（selective listening）”の手法を応用した．

すなわち，演奏された複数の楽器の中からあ

る特定の１種類の楽器の音を選択的に聴取す

るという課題を課すことで，音楽能力と音楽

聴取との関連を実験的に検討した．具体的に

は，ホルン奏者に焦点をあて，ホルンの旋律

に注意を向ける教示は一切与えずにトランペッ

ト，ホルンおよびテューバという３つの楽器

の音色で構成された音楽を聴取させた場合，

ホルン旋律の変化に気づくことができるのか

を調べた．

本研究でホルンに焦点をあてた理由は３つ

ある．まず１つ目に，ホルンという楽器がト
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ランペットやテューバと比較して音色が目立

たない楽器であるという点である．ホルンの

音色はやわらかく，他の金管楽器の鋭く金属

的な音に埋もれてしまうことが多い．２つ目

に，ホルンはリズムを刻んだり、主旋律の動

きの裏でハーモニーを奏でたり，時には主旋

律を他の楽器と並行して奏でるというように，

伴奏と主旋律の役割がトランペットやテュー

バよりも明確ではないため，楽曲内で目立ち

にくい存在である。３つ目は，ホルンの音色

が高音域のトランペットや低音域のテューバ

の中間であるということである．これらの理

由から，楽器経験による影響がより大きく表

れ，普段からホルンの演奏に関する知識や経

験を持つ者の方が，持たない者よりも容易に

ホルン旋律の聴取ができることが考えられる．

本研究では，旋律の変化に気づくかどうか

を調べるために，旋律記憶における再認課題

の方法を応用した．音楽熟達者の旋律記憶を

用いた研究には大浦・波多野（１９９４）や水戸・

大浦（１９９６），小川（１９９３），宮坂・大串（１９９９），

下迫・菊地（１９９８）などがある．これらの研究

はいずれも，旋律記憶の再認や再生課題の成

績は，音楽非熟達者よりも音楽熟達者や特定

の音楽分野において親近性を高く持つ者の方

が高く，音楽熟達者ほど旋律に含まれる各音

の記憶能力が高いことを示している．

そこで本研究では，楽器ごとに旋律を変化

させた材料を用い，ホルン奏者とホルン以外

の楽器奏者による再認課題の成績に違いがみ

られるのかを検討した．

２．予備調査

再認課題の難易度が偏ることを防ぐために，

材料の難易度を統制し，本実験で使用する材

料の選定を行った．

方法

被験者 北星学園大学の大学生１２名（男性

５名，女性７名）が調査に参加した．平均年

齢は１９．６歳であった．被験者の音楽経験は問

わなかった．

材料 豊田（１９９９，２０００），塩谷・豊田（２００４）

による市販の３冊の金管楽器アンサンブル曲

集の中から，トランペット，ホルンおよび

テューバの３つの楽器の旋律が含まれている

曲を実験者が選出し，４小節で一区切りだと

判断できるメロディを５０本選出した．その際，

トランペット，ホルンおよびテューバの全て

のパートにおいて１小節目の１拍目が休符で

あるメロディは除外した．この理由は，聴取

者は第１音を１拍目だと認知する傾向がある

（後藤，２００３）ためであった．

次に，選出した基本メロディの２小節ある

いは３小節目に配置されている全ての音符を

２分の１の長さに変化させ，１つのメロディ

に対してトランペット，ホルンおよびテュー

バの旋律をそれぞれ変化させた３条件を作成

した．材料はCakewalk 社製のシーケンスソ

フトSonarのTrumpet，French Horn，Tuba

でそれぞれ作成し，Roland社製SOUND Can-

vas の SC�８８５０を介してWAV音源を作成し
た．そして，audacity（作者：Dominic Mazzoni，

ソフトの種類：フリーソフト）で基準刺激と

比較刺激として，基本メロディと変化メロディ

とを組み合わせ，曲間の長さを調整した．材

料のテンポ（１００bpm）は一定とした．

作成した基本メロディ，トランペット変化

メロディ，ホルン変化メロディ，テューバ変

化メロディの各５０本，計２００本を音楽材料と

して使用した．基準刺激と比較刺激の組み合

わせは，基本メロディと基本メロディ（No

Change 条件，以下“N条件”とする），基

本メロディとトランペット変化メロディ（以

下“Tp条件”とする），基本メロディとホ

ルン変化メロディ（以下“Hr条件”とする），

基本メロディとテューバ変化メロディ（以下

“Tuba 条件”とする）の４パターンを作成

した．異同判断と確信度の回答に対する反復
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聴取の影響を避けるため，材料を５０メロディ

ずつ４つのグループに分けた．基準刺激の５０

本を固定とし，それに組み合わせる変化メロ

ディは１グループ内で１種類とした．材料は

CD�Rに録音し，CDデッキで再生した．呈
示順はランダムとし，同じグループ内では同

じ順序であった．

回答用紙は楽器の経験年数の記入欄を設け

た表紙，手続きの説明文，練習用回答欄２試

行分，本試行の異同判断欄と確信度回答欄か

ら構成した．異同判断は比較刺激が基準刺激

と同じだと思うものは○に，違うと思うもの

には×に丸を付けさせる２択とした．また，

確信度は１（まったく自信がない）から７

（とても自信がある）までの７件法で回答さ

せた．回答用紙１ページには５試行分の回答

欄を設けた．

手続き 調査は騒音のない静かな部屋で１

～４名のグループで行った．はじめに口頭で

手順を説明した．次に０．５秒の純音を呈示し

た後に基準刺激を呈示し，呈示終了の３秒後

に比較刺激を呈示した．その後７秒間の回答

時間を設け，回答用紙に異同判断と確信度を

回答させた．これらを１試行とし，５０試行を

繰り返した．実験に際して，比較刺激を最後

まで聴き終わってから回答を記入すること，１

ページの回答が終了後すぐに次のページをめ

くり，そのまま実験を続けることを口頭で教

示した．

結果

被験者１２名のデータを分析対象とした．異

同判断が誤答の場合は確信度の１～７に伴っ

て１～７点，正答の場合は確信度の１～７に

伴って８～１４点の得点を与え，平均得点値を

算出した．各メロディの比較刺激条件ごとの

結果を合計し，平均値が高かったメロディ，

低かったメロディからそれぞれ９メロディず

つを省いた．そして，３２メロディを本実験で

使用するメロディとして選出した（付録参照）．

３．本実験

方法

被験者 ホルン奏者群として，現在も吹奏

楽やオーケストラの団体に所属し，ホルンを

担当している学生１２名（男性３名，女性９名，

平均ホルン経験年数は７．５８年），ホルン以外

の楽器を担当している学生１２名（男性３名，

女性９名，平均楽器経験年数は７．１７年），楽

器非経験者群として，吹奏楽やオーケストラ

などに所属したことがなく，楽器の演奏経験

のない学生１２名（男性２名，女性１０名）が実験

に参加した．平均年齢は１９．４歳であった．ホ

ルン以外の楽器奏者群における担当楽器は，

ホルン，トランペットおよびテューバ以外で

あれば特に問わなかった．課題の呈示グルー

プごとに，被験者を各群同数ずつ４つのグルー

プに分けた．刺激材料の呈示順はランダムと

し，同グループ内では同順序で呈示した．

実験計画 ２要因のそれぞれ３水準と４水

準の混合計画とした．第１要因は音楽経験

（ホルン奏者／楽器奏者／楽器非経験者）であり，

被験者間要因であった．第２要因は課題（N

条件／Tp条件／Hr 条件／Tuba 条件）であり，

被験者内要因とした．

装置 材料の呈示にはCDデッキ（Panasonic

製 RX�MDX８５）を使用した．
材料 予備調査により選出された基本メロ

ディ３２本，各変化メロディ３２本ずつ計１２８本

を用いた．材料は予備調査と同様，同じ基本

メロディの反復呈示を避けるため４つのグルー

プに分けた．

回答用紙は予備調査と同様のものを使用し

た．その内容は，合計３２試行分の異同判断と

７件法による確信度回答欄であった．

手続き 本実験は予備調査と同様の手順で

行った．実験は静かな部屋にて１回につき１

～４名のグループで行った．

はじめに口頭で手順を説明した後，練習と

して２試行を行った．次に本試行として０．５
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秒の純音，基準刺激，３秒間の無音状態，比

較刺激の順で呈示した．比較刺激の呈示終了

後に７秒間の回答時間を設け，回答用紙に異

同判断と確信度を回答させた．合計３２試行を

繰り返し行わせた．実験に際し，比較刺激の

呈示が終了してから回答を開始すること，回

答用紙１枚分の試行終了後すみやかに次のペー

ジをめくり，そのまま実験を続けるように教

示した．また，教示の際にはトランペット，

ホルンおよびテューバの各楽器の旋律のうち

１小節内の音符の長さが変化しているという

比較刺激の変化に関する情報は一切与えなかっ

た．所要時間は約２０分であった．

４．結果

ホルン奏者１２名，ホルン以外の楽器奏者１２

名および楽器非経験者１２名のデータを分析の

対象とした．

各課題ごとに異同判断の正答率を算出した．

各群における各課題条件の平均正答率を図１

に示す．音楽経験要因と課題要因における課

題の正答率について，繰り返しのある分散分

析を行った．

その結果，音楽経験の主効果（F［１，３３］

＝４．３，p＜．００１）と課題の主効果（F［３，９９］

＝１１．３，p＜．００１）が確認された．交互作用は

確認されなかった（F［６，９９］＝１．４，n.s.）．

音楽経験ごとにBonferroni 法による多重

比較の検定を行ったところ，ホルン奏者群に

おいてN条件（M＝０．５６）とTp条件（M＝０．８０）

の間に有意差がみられた（p＜．０５）．楽器奏

者群においてはN条件（M＝０．５８）とTp条

件（M＝０．８９）の間，Tp条件（M＝０．８９）とHr

条件（M＝０．５９）の間にそれぞれ有意差がみ

られた（いずれも p＜．０１）．また，楽器非経

験者群においてN条件（M＝０．５８）とTp条

件（M＝０．８４）の間，Tp条件（M＝０．８４）とHr

条件（M＝０．４４）の間，Tp条件（M＝０．８４）と

Tuba 条件（M＝０．５４）の間に有意差がみられ

た（順に，p＜．０５，p＜．００１，p＜．０５）．ま

た，各課題条件ごとにBonferroni 法による

多重比較の検定を行ったところ，Hr条件に

おいてホルン奏者群（M＝０．６９）と楽器非経

験者群（M＝０．４４）との間に有意差がみられ

た（p＜．０５）．

５．考察

はじめに，音楽経験と課題との関係につい

て述べる．まず，ホルン奏者，ホルン以外の

楽器奏者および楽器非経験者のいずれの群に

おいても，トランペット旋律の変化に対して

の判断の成績が最も高く，旋律変化がない場

合と比べると，その差が明らかであった．ト

ランペット旋律に対する成績が高い理由とし

ては，トランペットの音色がホルンやテュー

バと比較して金属的で鋭いために判別しやす

く，また，相対的に高い音域のメロディを演

奏することが多かったために知覚的に顕著で

あり，旋律の異同判断が容易であったことが

考えられる．一方，旋律に変化がない場合で

は，３種類の楽器の音色を用い，リズムや音

高といった様々な要素が含まれる旋律の聴取

に際し，変化がないという判断を下すことが

容易ではなかったことが異同判断の低い正答

率につながったと考えられる．

次に，ホルン奏者と楽器奏者とでは，楽器

非経験者とホルン奏者および楽器奏者との間

で比べた場合よりも，旋律の変化に対する判

図１．各課題条件における平均正答率
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断の成績にそれほど差がみられなかった．特

に顕著だったのは，トランペット旋律の変化

とテューバ旋律の変化に対する判断の正答率

が高かったことである．いずれの被験者群に

とっても，トランペットやテューバのような

高低極端な音域の楽器の旋律は聴取が容易で

あったと言えよう．

もっとも特徴的なのは，ホルン奏者におい

ては，他の群のようにトランペット旋律とホ

ルン旋律に対する成績との間には差がみられ

なかったことである．すなわち，ホルン奏者

では，ホルンの音に注意を払うような教示は

していなかったにもかかわらず，ホルン旋律

の変化に対する判断の正答率が選択的に高かっ

た．このことは，高音域と低音域のトランペッ

トとテューバの音に挟まれて目立たず，聴取

が容易ではないことが考えられる中音域のホ

ルン旋律の変化に対して，ホルン奏者のみが

敏感であることを示している．逆に言えば，

たとえ楽器奏者であったとしても，知覚的に

顕著ではないホルン旋律を聴取することは容

易ではないということを示しているとも言え

る．

なお，楽器非経験者ではトランペット旋律

の変化に対する異同判断の正答率が，ホルン

奏者よりもわずかに高かった．また，楽器非

経験者のトランペット以外の楽器の旋律の変

化に対する正答率は，トランペット旋律の変

化に対する正答率と比べて低いことが確認さ

れた．このことは，楽器非経験者は概して旋

律の変化を認知することが困難であること，

および，トランペットに代表されるような，

高音域で金属的な音色に限り，楽器の経験が

なくてもその変化に気づくことができるとい

うことを示している．

本研究の結果は，序論でも述べた予測を支

持し，より一般化することにつながっている．

ホルン奏者において，特別な注意を払うよう

に教示をしなかったにもかかわらず，ホルン

旋律の変化に対する判断の成績が高かった．

このことは，楽器演奏者は，自発的に自身の

経験してきた楽器の音に注意を払っており，

そのために，中音域でやわらかく比較的目立

たないホルンの音色に対してさえも，旋律の

変化に気づくことができたということを意味

していると言える．

今回の結果は，音楽経験の内容による影響

が聴取の際に顕著に表れるという知見（大浦・

波多野，１９９４；水戸・大浦，１９９６など）を裏

付けるものとなった．つまり，音楽熟達者に

は経験している楽器や音楽の分野における能

力が最も高く表れるという可能性が実験的に

示されたと言える．今後は被験者を特定の楽

器経験者ごとに分けて研究を進める必要性が

あると考えられる．さらに，楽器の種類や旋

律を増やし，より自然な音楽の聴取場面に近

づいた音楽熟達者の選択的聴取の可能性に対

する検討が求められるであろう．
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［Abstract］

A Spontaneous Selective Listening of a Horn Player to
Melody of a Brass Instrument Trio

Yasuhiro GOTO

This study investigated that whether a player of a certain musical instrument pays atten-

tion spontaneously to the timbre of the instrument he normally plays when he listens to

music．In this psychological experiment，some melodies were constructed by three timbres�
trumpet，horn and tuba� and horn players，other instrument players and non�musicians
were asked to perform a recognition task for those melodies．In the experiment no instruc-

tions，for example“you must listen to the timbre of the horn，”were given to the subjects．

The result was that only the horn player could discriminate correct melodies from changed

ones．This result shows that it is possible that a player of a certain instrument pays atten-

tion spontaneously to the timbre of his own instrument．

Key words：Horn Player，Brass Instrument Trio，Selective Attention
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